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研究成果の概要：利用可能な情報量が膨大になり、目的情報の抽出が難しくなりつつある。そ

こで、利用者が目にした記事、検索時の行動、動画視聴時の操作、携帯電話からの移動情報等

の自動取得・解析を行い、これらの結果を使用した情報抽出支援を行った。情報提供サービス

の実装・評価結果から、従来の情報分類指標と異なる情報のさらなる絞込み・利用者の個人特

性への対応が可能と考えられる特性指標の取得と、それらを利用し利用者評価の高い情報可視

化手法を開発した。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

2007年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

2008年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

    

    

総 計 11,100,000 3,330,000 14,430,000 

 
 

研究分野： 総合領域 

科研費の分科・細目：情報学, メディア情報学・データベース 

キーワード：検索,情報抽出,可視化,ネットワーク,ユーザインタフェース,行動履歴情報 

 
１．研究開始当初の背景 

様々な分野における研究の進展・計算機器
の進歩により、人々が利用可能な情報は膨大
なものとなりつつある。この傾向は今後ます
ます強まるものであり、これら大量の情報を
持て余すことなく扱うことを可能にする手
法が求められ始めた。現在 Web等で公開され
ている各種データベースの多くは強力な検
索機能と共に提供され、増え続ける情報の主
要な呈示手段の一つと言える。しかしながら
このようなデータベース群は、取得された情
報の有効活用に十分なものとはいえず、辞書

的な使用、あるいは統計的な手法の適用先と
しての利用が大部分を占めている。 

このように単純な利用にとどまっている
原因として、「新たな知見の発見や情報の持
つ本質的な意味を人が考察する際に必要な、
情報の持つ背景・他の情報群との関係性の利
用が不十分である」、「目的に応じた情報を抽
出する手法があまり研究されていない」こと
が考えられた。具体例として、遺伝子に関す
るデータベースを挙げる。前者については、
検索時に個別の遺伝子そのものを対象とす
ることが多く、検索対象を特定・選択した後
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にようやく関連する遺伝子の候補や対象遺
伝子のもつ背景が確認でき、制御の仕組みの
考察などが可能となる点が挙げられる。また
後者については、このような要素中心の呈示
では、得られた複数の情報を人が頭の中で再
構成し関係性群としての理解を試みなくて
はならず、利用者に多大な負担をかけると共
に取得可能な情報群を有効に活用している
とは言い難い状況が挙げられる。これらは生
物分野に特有の性質ではなく、類似の問題は
情報が蓄積されつつあるほぼ全ての分野で
確認されるものである。検索結果のリストを
呈示するだけではないインタフェースの研
究は、まだ始まったばかりの段階にあると考
えられる。 
 
２．研究の目的 
情報から意味を見出す際に重要な「背景」

は、「関係性」と言い換えることができる。
ある情報がもつ背景とは、同時に対象とされ
る他の情報から発生するものであり、どのよ
うな関係性からその情報をとらえるかとい
うことに他ならない。このような視点から、
現在高度な理解・活用が望まれている大規模
な情報群を巨大な「ネットワーク」として扱
い、このネットワークを目的情報抽出のため
に処理・呈示する手法が必要であると考えら
れた。 
 以上の考察から本研究では、大規模情報ネ
ットワークからの目的情報抽出に適した可
視化手法の研究を目的とする。具体的には、 
大規模情報群で構成される関係性ネットワ
ークのモデルの推定、各分野において抽出が
望まれる知見と抽出の際に行われる思考プ
ロセスの解析、人が把握可能な大量情報の可
視化呈示手法 これらを明らかにすること
を試みる。   
特定されたモデルは、解析された思考プロ

セスを定量的に表現する際の基盤となると
共に、情報呈示の際のマッピングにおいても
利用が可能である。また、解析された思考プ
ロセスは、可視化呈示時において容易に利用
が可能なフィルタ群として提供することで、
現在研究者が所属する分野の視点だけでな
く他の分野の研究者による視点からの思考
結果を擬似的に取得することが期待される。
これらの機能を備えたデータベースの実現
には、多くの研究者による利用とその結果の
フィードバックが必要とされることから、直
観的な操作が可能なインタフェースを持っ
た可視化手法による呈示を検討する。これら
の研究から得られた知見を統合し、大量の情
報群からの目的情報抽出可能な可視化呈示
のための方法論を確立する。 
 

３．研究の方法 
(1) 情報抽出時の思考プロセス解析 

 関係性ネットワークを構成する情報群に
対するフィルタ事例として、情報検索時の研
究者によるの思考プロセスのモデル化がま
ずは考えられた。利用者への情報呈示の際に、
予め解析された個別の利用者による異なる
思考プロセスを、可視化呈示時において容易
に利用が可能なフィルタ群として提供する
ことで、現在研究者が所属する分野の視点だ
けでなく他の分野の研究者による視点から
の思考結果を擬似的に取得可能になると期
待された。 
 まずは、思考プロセスを第三者に提示する
インタフェースを実装するための基礎的な
知見を得るため、既存のインタフェースを利
用した際の情報取得手順について映像で記
録し、利用者の意図を推定する実験を行う。 

被験者の推定内容は、情報取得手順を記録
された研究者自身により再評価がなされ、各
操作の意図の把握度合いを 5段階で評価する
こととした。 
 
(2) 動画視聴時の操作履歴情報の解析・利用 
 人が取り扱う各種デジタル情報の増加に
伴い、動画視聴の生活に占める割合も増加し
続けている。情報抽出を行う利用者への負担
をなるべく増加させず、日常生活における各
行動情報の自動取得・解析結果を利用するこ
とによる情報抽出支援を試みる。 
 既存の Web上でサービス展開している動画
情報提供ポータルサイト利用者の 6ヶ月分の
動画視聴時における操作記録を対象とする。
動画視聴時における操作履歴から、動画の特
性および利用者の視聴状況により異なると
予想された、操作パターンの解析により動画
特性の評価・動画分類を行い、動画情報推薦
の際に利用可能な特性値の提案を目指す。 
 
(3) テキスト情報閲覧履歴の利用 
 push型の情報提供を行う際に、利用者の過
去のニュース閲覧情報、投稿情報を構造化す
ることにより、単語ベースでの検索ではなく、
各語句の使われた前後の文脈性を含んだ情
報抽出アルゴリズムの実装・評価を行う。評
価方法としては携帯電話を用いた実証実験
サービスを実施し、参加者の一部に対するア
ンケート評価を行い、提供情報の操作するこ
とによる提供情報に対する興味度合いの変
化を調査する。 
 
(4) 大量情報の可視化提示手法の開発 
①提供情報の可視化手法 
 情報提供サービスにおいて大量に保持さ
れている提供用情報は膨大であり、検索結果
による間接的な理解を除くと、その全容を利
用者が把握することは非常に困難である。こ
のため、サービス側が保持している情報群自
体を構造化し、その全容を多段階に要約した



 

 

グラフとして描画・提供する。テキスト情報
を分節しクラスタリングを行うことで構造
化は行う。またグラフ描画を行うと同時に、
推薦サービスとの関係性を確認できるよう、
推薦アルゴリズムで用いられた部分の表示
を併せて行うものとする。サービスを実際に
利用した人の中から抽出された被験者群に
対するアンケートを行い、全容の把握、アル
ゴリズム理解、サービスの向上への利用とい
った面からの評価を行う。 
 
②テキスト情報閲覧履歴の可視化手法 
 各個人に最適化された情報提供を行うた
めに利用者一人一人を区別し保持された情
報閲覧履歴を、構造化し各利用者に可視化・
呈示する。これにより、通常ブラックボック
スとされがちな個人情報の利用の仕方を開
示すると同時に、サービス品質を上げるため
に、個別の行動履歴情報を利用すべきか否か
利用者が推薦結果の変化を確認しつつその
作業を行えるものとする。評価としてサービ
ス利用者によるアンケート調査により、情報
処理速度の向上と、安心・安全に対する意識
調査を行う。 
 
③視聴パターン分類された動画提示手法 
 視聴パターンによる特性値を元に分類さ
れた動画群を同時に呈示・選択・閲覧が可能
な可視化手法を実装し、呈示される動画が確
認できると同時に、その特性理解が可能とな
る動画呈示手法を開発する。動画の特性値を
利用者が入力可能なインタフェースを有す
ると同時に、言語によるタグのような既存の
分類手法との異なる提案特性値による分類
が有効であるかを実証実験により検証する。 
 
④行動履歴情報の提示手法 
 様々なデバイスにより取得可能となって
きた行動履歴情報は、活用が期待さているも
のの、その利用方法については未だ検討段階
にあると考えられる。そこで、新たな利用方
法創出の支援および、取得されている行動履
歴の提供者自身が再確認することによる日
常行動への指針を与えるような可視化呈示
手法を検討する。具体的には、実感すること
が難しい、各地域に対する滞在時間を地形図
の形状変化として表現し、数ヶ月間に渡る大
量の行動履歴のマッピング結果を、利用者が
把握可能なものとして呈示する。また、恣意
的に決定可能な変形強度を表すパラメータ
については利用者が変更可能なものとし、そ
れらの数値取得により、数量的な時間と体感
的な時間を対応させる際の適切な数値取得
およびその数値の個人差、分類傾向といった
ものを調査・取得する。 
 
４．研究成果 

(1) 情報抽出時の思考プロセス解析 
 被験者の推定内容は、情報取得手順を記録
された研究者により各操作の意図の把握度
合いを 5 段階で評価した。この結果から、通
常の Webブラウザを用いた既存のインタフェ
ースであっても、閲覧滞留時間・マウスカー
ソルの移動・検索手順などから、情報取得の
目的及び情報検索者の専門分野の推定は
70％前後の精度で可能であることが判明し
た。その一方で、情報検索者のバックグラウ
ンドとして重要であると考えられる、研究者
の年齢・所持していると思われる関連知識等
についての推定結果には、大きな間違いも多
く見受けられ、各個人を特定するようなレベ
ルでの意図をの把握は非常に困難であるこ
とが明らかとなった。 

このため、研究に長く携わっている研究者
の人的資源をより活用するために、その知識
体系を明示的に提供することによる意図の
把握補助が有効であることが明らかとなっ
た。このような支援のため、各研究者による
過去のテキスト表現を収集・構造化し、情報
検索時の重み付けフィルタとして利用可能
とすることが有効であるを示すことが確認
された。 

 
(2) 動画視聴時の操作履歴情報の解析・利用 

既存の分類とは異なる、「その動画への人
の接し方」という観点からの動画評価の実現
を目指した。動画視聴時の操作ログの履歴を
利用し一連の行動の意図・目的を分類、推薦
時に利用可能とした。具体的には「動画共有
サービス利用時の操作履歴情報を解析、利用
者の行動パターン分類を抽出」、「動画・利用
者共に上記分類による特性値によるラベル
化・分類」、「動画と利用者の適合度は、特性
ラベル値を成分とするベクトルの内積値で
評価・推薦」である。 

行動パターンの抽出に使用した操作履歴
情報は、動画共有サービス：サグールテレビ
（チームラボ株式会社）において 2008.03.27
～2008.09.30 に取得された、各動画の再生・
シーク・スキップ・終了に関する情報である。
本事業では操作履歴を対象とするため、何か
しらの操作履歴が存在し総再生数が 30 回を
越える動画 17,337 本について、個別に中身
を解析・確認していく対象とした。4種類（再
生・シーク・スキップ・終了）の情報で構成
される操作履歴情報に対し、目的が想定され
る５種類の行動パターンモデルを仮定し、各
パターン特性の現れ度合いについて、０～１
で正規化し、動画の特性情報とした。分類後
の実在動画群に対し視認による確認を行っ
たところ、各パターンの代表例として想定さ
れた動画が一定数以上含まれていることが
確認された。パターンの種類・閾値により特
性の確認具合は変動するものの、動画推薦時



 

 

に利用可能な特性値として利用可能である
と考えられた。さらなる方向性としては、こ
れら閾値設定の自動化、パターン抽出・規則
化の自動化が課題として考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4.1 利用者群中における使用指標分布 

 
(3) テキスト情報閲覧履歴の利用 
 情報閲覧履歴情報の公開に対し、同意を得
られたサービス利用者に対し、アンケート調
査を行った。行動履歴蓄積期間を変えた２群
に対し、文脈製を加味する拡張を行った場
合・行わなかった場合それぞれの組み合わせ
４通りについて、各パターン約２００件の推
薦候補情報を設定した。これらの情報呈示結
果に対する評価からは、既に見た・知ってい
る情報の出現頻度が下がり、詳細を見たい・
興味があるといった反応を増加させること
が確認された。その一方で履歴の蓄積に伴い、
徐々に精度が上がるのではなく、提供される
情報傾向の偏りが強化されてしまうことも
一部指摘された。 
 これらの結果から、情報閲覧履歴を用いる
ことにより、利用者により適合した情報が提
供できることが確認された。今後の課題とし
ては最適化され過ぎた結果、提供情報がある
特定の狭い範囲に嵌りこむことによる弊害
を避ける手法の実現が期待される。 
 
(4) 大量情報の可視化提示手法の開発 
①提供情報の可視化手法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2 提供情報分類提示(部分) 
 
図 4.2は利用者に示された提供情報のクラス

タリング結果である。このような可視化呈示
結果により、多くの分野の情報が含まれる情
報群の各分野でどのような関係性のある情
報が提供されているのかを確認でき、利用可
能な情報を確認できるものとした。 
 また、各利用者への情報推薦根拠となった
該当部分の表示、各利用者の情報閲覧履歴と
の関係を併せて表示することにより、サービ
スを利用する上で使用されてほしくない履
歴情報の取捨選択が高速に行えることが確
認された。 
 アンケート調査からは、情報提供サービス
をある程度受け続けることでしかそのサー
ビスの特性が把握できない場合に比べ、サー
ビス自体の利用方法も容易に想定できるこ
とは有効であるという利用者観点からの評
価が得られた。また情報提供者側の観点から
の、推薦処理によりどのような情報が提供さ
れることになるのか把握可能であるため、サ
ービス提供時に、より効果的な提供すべき情
報の選別が可能となるといった評価が得ら
れた。 
 
②テキスト情報閲覧履歴の可視化手法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.3利用者への推薦情報履歴表示 
 
 提供情報とマッチングを行う、利用者側の
情報閲覧履歴についても可視化呈示を行っ
た。本研究での実証実験サービスでは、位置
情報を情報提供の際にフィルタとして用い
たため、実空間情報である 2 次元地図上への
マッピングを試みた。地図上の各点一つ一つ
が、利用者が推薦を受け閲覧した情報履歴で
ある。このような履歴呈示をすることで、利
用者はどの地域に関する情報を自身が求め
ていたのかを確認することが出来ると同時
に、情報提供サービス側に利用された個人情
報の内容を把握することが可能となる。この
ような情報呈示に対する評価として、漠然と
個人情報の提供への抵抗感があった利用者
層から、個人情報の使用内容が明確になるこ
とにより、不安感が減尐するとの評価を得る
ことができた。この結果は、情報漏洩を防ぐ
方向性とは異なる手法による安心・安全性の
提供の可能性を示したと考えられた。 
 
③視聴パターン分類された動画提示手法 

指標A～Eの積算分布比較

0

500

1000

1500

2000

2500

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1

各指標値 （0～1）

利
用

者
数

 （
人

） TypeA

TypeB

TypeC

TypeD

TypeE

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4 動画分類結果呈示例 
  
設定した特性値による動画分類・呈示例が図
4.4 である。図中の白いリングに見えるもの
が各特性値を比率で持つ一利用者プロファ
イルをあらわしており、類似度により周辺に
推薦動画が配置される。ズームイン・アウト
が連続的に行え、個別の動画視聴もシームレ
スに行うことが可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.5 動画分類結果呈示拡大例 
 
個別の動画は図 4.5のように拡大表示が可

能であり、また各種動画に割り振られた特性
値の確認、分類特性の変更が行える。 
このような可視化呈示手法を実装し、利用

者による評価を行った。その結果からは「、
視聴パターンとして設定された特性値その
ものの内容を理解することは難しいが、同じ
テンポで動画を見ていくようなことが出来
る。」あるいは、「異なる分野の動画も混じっ
ていたが、同様に楽しめる動画が次々繋がっ
ており面白かった。」、「日常的に使用してみ
たい。」といった評価が得られた。これらの
結果からは、動画が予めタグ付けられた分野
としての分類とは異なる、視聴スタイルによ
る動画評価結果が、動画情報の分類・推薦に
利用可能であることが明らかとなった。従来
使用されている分類タグとは独立した性質

のものであるため、両者の併用が可能であり、
組み合わせによる高度な絞込みへ今後利用
が期待される。 
 
④行動履歴情報の提示手法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.6 行動履歴情報呈示例 
 
 携帯電話を利用し取得された行動履歴情
報の呈示手法として、図 4.6 に示されるよう
なインタフェースを開発した。移動軌跡に対
する色分けは、それぞれ移動が行われた時間
帯を示しており、活動時間帯が重なる地域は
（色の重ね合わせにより）より白色に近づい
ていく。また、滞在時間が長い、あるいは訪
問頻度の高い地域は、地形図の変形により拡
大され、かつ、より細かい道路情報等が把握
できる縮尺の地図へと置き換えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.7 地形変形用パラメータ設定画面 
 
 行動結果の地形変形に寄与する強度は利
用者により任意に変更することができ、2D⇔
3D の切り替えも可能である。 
 このような提示手法に対し、3 ヶ月間取得
された各利用者の行動履歴情報を利用者自
身により閲覧してもらい、行動履歴情報を可
視化呈示されることについての評価を取得
した。 

 



 

 

 アンケート結果からは、92%の利用者が、
滞在時間に応じた地図の拡大・縮小表現似よ
る情報呈示を効果があり体感に沿うもので
あると考えたことが分かった。 
 自由回答内容からは、「わずか 3 ヶ月と思
っていたが忘れていた行動も多く、それらが
思い出された。」「情報蓄積が長期化すると、
より効果を発揮しそう。」といった意見も得
られた。 
 これらの結果からは、実際に移動した場所
を正確に呈示されることは、普段頻繁に訪れ
ている気になっている地域のうち、実はほん
の一部へしか行っていなことを利用者に気
付かせる効果があることが分かると同時に、
新たな行動誘起の際の候補地や、情報抽出・
提供の際へ行動履歴情報の利用可能性が示
せたと考えられる。 
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